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大籠バス停から、すっかり整備された国道をバスで米川方面へ約10分、東上沢停留所で下車する。走り
去ったバスを見送ると、道路左側、丘の上に「流れ不動」がある。2メートル四方くらいの小さなお堂で、本尊
は石仏の不動明王だ。元は二股川の上流にあったが寛永年間に川に捨てられ、洪水でこの地まで流されて
きた。村人がこれを拾って、流れ不動尊と名づけ、今も祀り続けているという。なぜ捨てられたかははっきりし
ないが、当時隠れキリシタンがひそかにマリヤ観音などにクルス様を彫って祈りを捧げた時代だけに、謎が秘
められている。
流れ不動尊の真向かいの山には月山権現堂があったが、今はその祠さえなくなっている。この月山権現、
実は千葉土佐の礼拝堂で、千松大八郎を招聘した時、礼拝していたところである。権現堂になる前は十字架
が祀られていたのだろう。初代千葉土佐がキリシタンだったことを物語る遺跡である。
この東上沢一帯は、国道を少し入れば、春夏秋冬、いずれの季節でもハイキングに最適な地域である。都会
の人たちにとってハイキングの穴場といえよう。そして、山と川の美しさに加えて、地元の人たちの人情の暖
かさは何ものにも代えがたい。
最近では史跡を訪ねる人も増えてきたようだが、一度訪ねれば当地の雰囲気に魅せられよう。私はキリシタ
ンの遺跡調査のため、この地を度々訪れ、調査に寝食を忘れるほど熱中した思い出がある。そして、この自
然の風光に一服した時のあの壮快さは今の忘れない。
　　　　　　　　【みちのくキリシタン物語（只野　淳　　春秋社）　　より抜粋】

歴史探訪シリーズ　　　　　流れ不動　（米川東上沢）
米 川 新 聞 ５

豊かな自然と伝統文化の郷 よねかわ
発行元： 米川地域振興会
発行日： 平成２５年５月 1日
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平
成
1
年
度
東
和
中
学
校

（
校
長
＝
伊
藤
勉
先
生

）
入

学
式
が

、
４
月
8
日
午
後
2

時
か
ら

、
同
校
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た

。

　
ち
ょ

っ
と
大
き
め
の
学
生

服
と
セ
ー
ラ
ー
服

。
不
安
と

希
望
を
抱
き

、
1
名
の
新
入

生
が

、
か
な
り
緊
張
し
た
表

情
で
入
場

。

　
式
は

、
新
入
生
点
呼

、
校

長
式
辞

、
来
賓
祝
辞
の
後

、

新
入
生
を
代
表
し
て

、
佐
藤

あ
の
ん
さ
ん

（
錦
織

）
が

、

「
勉
強
・
部
活
・
仲
間
づ
く

り
に
頑
張
り
ま
す

。
」
と

、

は

っ
き
り
と
し
た
口
調
で
丁

寧
に
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た

。

　
一
方

、
在
校
生
は
対
照
的

　　

「
ピ
カ
ピ
カ
の
1
年
生

」

　
こ
ち
ら
も
ち
ょ

っ
ぴ
り
緊

張
気
味
で
す

。

　
平
成
1
年
度
米
川
小
学
校

（
校
長
＝
伊
藤
文
由
先
生

）

入
学
式
が

、
４
月
8
日
午
前

2
時
半
か
ら

、
同
校
体
育
館

で
行
わ
れ
ま
し
た

。

　
式
で
は

、
担
任
の
先
生
か

ら
名
前
を
呼
ば
れ
る
と

「
は

い

」
と
大
き
な
声
で
元
気
よ

く
返
事
を
し
て
い
ま
し
た

。

　

「
み
ん
な
仲
良
く

、
元
気

な
明
る
い
子
に
な

っ
て
く
だ

さ
い

。
」
と
校
長
先
生

。

　
今
年
の
入
学
児
童
は

、
男

子
8
名

、
女
子
3
名
の
計
1

名

。
全
校
児
童
1
名

。

　

「
地
域
の
宝

」
を
み
ん
な

で
見
守
り
ま
し
ょ
う

。

八
幡
神
社

　
　
　
八
幡
神
社
震
災
復
旧
実
行
委
員
会

渡
し
を
計
画
中

。
多
難
だ

っ

た
実
行
委
の
活
動
も
委
員
の

ご
尽
力
で
最
終
段
階
に

。

　　
市
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
る

「
御
神
木
＝
太

郎
坊
・
次
郎
坊
杉
の
祠
を

、

今
回
の
工
事
で

、
建
築
彫
刻

を
請
負

っ
た
佐
藤
勇
氏

（
＝

米
川
4
区

）
が
ご
寄
贈
さ
れ

ま
し
た

。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

。

　
こ
の
祠

、
精
巧
な
総
ケ
ヤ

キ
造
り

。
高
さ
は
２
・
２
㍍

程

。
是
非
御
参
り
下
さ
い

。

で

、
体
も
大
き
く
な
り

、
余

裕
で
校
歌
を
歌
い

、
新
入
生

を
歓
迎
し
ま
し
た

。

　
県
北
地
域
の
小
中
学
生
が

日
頃
の
練
習
成
果
を
競
う

、

「
第
8
回
小
牛
田
山
神
社
杯

少
年
剣
道
大
会

」
が

、
去
る

2
月
1
日

、
小
牛
田
農
林
高

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た

。

　
震
災
の
影
響
で
2
年
ぶ
り

の
開
催
と
な

っ
た
今
年
は

、

約
３
６
０
名

、
１
チ
ー
ム
が

参
加

。
中
学
男
子
・
中
学
女

子
・
小
学
生
の
団
体
戦
が
行

わ
れ

、
中
学
男
子
の
部
で

、

東
和
中
が
見
事
優
勝

。

　
米
川
剣
士
が
大
活
躍

　
優
勝
し
た
東
和
中
の
剣
士

は

、
全
員
が
米
川
の
生
徒

。

　
ま
た

、
同
部
男
子
は

、
昨

年
の
登
米
市
中
総
体
で
１
年

ぶ
り
に
団
体
優
勝
し
た
実
力

ぞ
ろ
い

。
今

、
連
覇
に
向
け

て
猛
練
習
中

。
大
い
に
期
待

さ
れ
る
生
徒
た
ち
で
す

。
地

域
み
な
さ
ん
の
絶
大
な
ご
声

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す

。

　
米
川
剣
士
は
次
の
通
り

。

▽
小
西
涼
介
3
年

（
4
区

）

▽
佐
藤
太
寅
３
年

（
3
区

）

▽
首
藤
悠
希
2
年

（
2
区

）

▽
佐
藤
太
生
2
年

（
3
区

）

▽
佐
藤
翔
大
2
年

（
３
区

）

　
震
災
に
よ

っ
て

、
屋
根
な

ど
が
損
壊
し
て
か
ら
2
年
余

り

。
屋
根
修
復
な
ど
の
第
１

期
工
事
を
経
て

、
付
帯
部
分

と
仕
上
げ
の
第
2
期
工
事
が

3
月
末
に
無
事
完
了

。

　
ま
た

、
参
道
の
老
朽
化
し

た
鳥
居
も
修
復
さ
れ

、
崇
高

な
村
社
が
復
元
し
ま
し
た

。

　　　
八
幡
神
社
災
害
復
旧
実
行

委
員
会

（
実
行
委
員
長
＝
丸

森
忠
吾
氏

）
で
は

、
完
了
に

伴
い

、
5
月
を
目
途
に
引
き

東
和
中
　
優
勝

美
里
で
剣
道
大
会

22 
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やや緊張気味の新入学児童 

第
２
期

 

 
 
工
事
完
了

 

勇ましい姿の米川剣士たち 

みんな強そうな名前です 

ご寄贈された真新しい祠 

御
神
木
の
祠
を
ご
寄
贈

 

5
月
に
引
き
渡
し
予
定
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頂
戴
し
な
が
ら

、
親
し
ま
れ

る
公
民
館
を
目
指
し
て
参
り

ま
す

。

　
公
民
館
に
お
越
し
の
際
は

ど
う
ぞ
気
軽
に
お
声
掛
け
し

て
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す

。

　 キ
ム
を
支
持

。
キ
ム
が
３
度

目
の
防
衛
に
成
功
し
た

。

「
相
手
は
頭
の
位
置
を
ず
ら

し
た
り
し
て
き
て
う
ま
か

っ

た

。
挑
戦
者
な
の
で
も

っ
と

攻
め
込
み
た
か

っ
た
が
…

」

と
敗
者
ジ
ョ
ー
は
無
念
の
表

情
で
試
合
を
振
り
返

っ
た

。

　　
父
が
応
援
に
感
謝

　
東
京
み
や
ぎ
東
和
会
の
皆

さ
ん
や
米
川
の
皆
さ
ん
か
ら

た
く
さ
ん
の
応
援
を
頂
戴
致

し
ま
し
た

。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す

。
残
念
な
結

果
で
し
た

。
「
今
の
悔
し
い

気
持
ち
を
持
ち
続
け

、
再
挑

戦
す
べ
く

、
心
身
を
鍛
え
直

し

、
必
ず
王
者
に
な
る

。
」

と

、
息
子
は
話
し
て
い
ま
し

た

。
こ
れ
か
ら
も
絶
大
な
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す

。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

。

　
真
也
の
父
　
岩
渕
一
男

ン
で
仕
掛
け
る
キ
ム
が
徐
々

に
主
導
権
を
つ
か
み

、
８
回

ま
で
の
採
点
で
は
３
～
５
ポ

イ
ン
ト
差
で
キ
ム
が
優
勢

。

逆
転
す
る
に
は
ノ
ッ
ク
ア
ウ

ト
し
か
な
い
ジ
ョ
ー
は

、
９

回
に
ワ
ン
ツ
ー
を
打
ち
込
ん

で
キ
ム
を
の
け
ぞ
ら
せ
た
が

決
定
打
を
奪
え
ず

、
終
盤
ま

で
激
し
く
打
ち
合

っ
て
試
合

終
了

。
懸
命
に
追
い
上
げ
た

ジ
ョ
ー
だ
が
ジ
ャ
ッ
ジ
３
人

は
２

、
３
ポ
イ
ン
ト
で
全
て

 

ご
あ
い
さ
つ

　
米
川
公
民
館
新
職
員

　
　
　
　
　
　
及
川
由
里

　
米
川
の
皆
さ
ん

、
こ
ん
に

ち
は

。

　
４
月
１
日
よ
り
米
川
公
民

館
職
員
と
な
り
ま
し
た
及
川

由
里
と
申
し
ま
す

。
米
川
５

区
に
住
ん
で
い
ま
す

。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す

。

　
趣
味
は

、
映
画
鑑
賞
と
読

書
で
す

。
ス
ポ
ー
ツ
は
中
学

高
校
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に

所
属
し
て
い
ま
し
た

。

　
米
川
公
民
館
に
勤
務
し
て

１
ヶ
月
に
な
り
ま
す

。
米
川

の
皆
さ
ん
は

、
公
民
館
活
動

に
関
心
を
持
ち

、
地
域
活
性

化
の
た
め
に
頑
張

っ
て
い
る

姿
を
拝
見
し

、
「
私
も
負
け

な
い
よ
う
頑
張
ら
な
き
ゃ

」

と
思

っ
て
い
ま
す

。
た
だ
仕

事
が
不
慣
れ
な
た
め

、
失
礼

が
多
々
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が

、
皆
さ
ん
の
ご
指
導
を

東
洋
太
平
洋
ス
ー
パ
ー

ラ
イ
ト
級
タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ

　
4
月
1
日

、
後
楽
園
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た

「
日
韓
対
抗

戦

」
で

、
王
者
キ
ム
・
ミ
ヌ

ク

（
金
民
旭
＝
韓
国

）
に
挑

戦
し
た
同
級
１
位
馬
ノ
足
の

ジ
ョ
ー
こ
と
岩
渕
真
也

（
草

加
有
沢
ジ
ム

）
は

、
０
対
３

の
判
定
で
敗
れ

、
惜
し
く
も

タ
イ
ト
ル
の
奪
取
は
な
ら
な

か

っ
た

。

　
ジ
ョ
ー
は
得
意
の
強
打
を

狙

っ
て
果
敢
に
攻
め
込
ん
だ

も
の
の

、
キ
ム
も
固
い
デ
ィ

フ

ェ
ン
ス
か
ら
左
フ
ッ
ク

、

右
ス
ト
レ
ー
ト
で
応
戦

。
単

発
の
攻
撃
が
多
い
ジ
ョ
ー
に

対
し
て

、
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ

馬
ノ
足
の
ジ
ョ
ー

タ
イ
ト
ル
奪
取

な
ら
ず
（
判
定
負
け

）

 
 

 

 
 

米
川
公
民
館 

俳
句
教
室 

 
 

 
 

四
月
の
『一
人
一
句
』 

（桜
、燕
、雑
詠
） 

  

選
者 

＝ 

米
川
公
民
館
俳
句
教
室
講
師  

藤
野 

尚
之 

氏  

   

山
桜
数
へ
畑
に
憩
ひ
を
り 

  

選
挙
カ
ー
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
に
花
三
分 

  

桜
咲
く
初
登
校
の
ラ
ン
ド
セ
ル 

  

夫
と
行
く
桜
の
猊
鼻
船
下
り 

  

窓
枠
を
斜
め
に
よ
ぎ
り
初
燕 

  

つ
ば
め
つ
ば
め
廃
校
い
ま
は
ケ
ア
ハ
ウ
ス 

  

初
燕
友
と
語
ら
ふ
露
天
風
呂 

  

桜
ツ
ア
ー
三
年
ぶ
り
の
歩
こ
う
会 

  

食
ひ
初
め
の
器
に
余
る
桜
鯛 

  

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
歌
聞
こ
え
く
る
保
育
園 

   

       

    

   

選
者
の
一
句 

      

満
開
の
桜
に
電
車
最
徐
行 

        

藤
野 

尚
之 

 

 

米
川  

小
野
寺
和
彦 

米
川  

及
川
裕
子 

錦
織  

及
川
守
男 

米
川  

村
上
君
枝 

米
谷  

渡
部
康
郎 

米
川  

小
野
寺
好
道 

米
川  

千
葉
サ
キ
コ 

米
谷  

亀
卦
川
た
き
子 

米
川  

千
葉
富
子 

米
川  

及
川
豊
子 

よろしく 

お願いします 

２１ 

ジョーのアッパーがヒット 
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21 火 ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室(開講式）
1 水 泉趣会 22 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ教室(開講式）
2 木 23 木
3 金 24 金
4 土 25 土 あばせGG教室
5 日 26 日 支部長杯ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会
6 月 ｼﾆｱ体力づくり教室 27 月 　　　【登米市総合健診】
7 火 ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室 28 火 　　　【登米市総合健診】
8 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ教室 29 水 　　　【登米市総合健診】
9 木 30 木 　　　【登米市総合健診】

つるし飾り愛好会、あばせﾖｶﾞ教室 31 金 あばせﾖｶﾞ教室
絵手紙教室、米川地域振興会合同部会

11 土 あばせGG教室 1 土 あばせGG教室
12 日 春の山野草展 2 日
13 月 ｼﾆｱ体力づくり教室、福扇会 米川古文書学習会、ｼﾆｱ体力づくり教室
14 火 ふれあいｻﾛﾝ（開講式）、ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室 ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室
15 水 子育て支援ｾﾝﾀｰ 5 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ教室
16 木 俳句教室(開講式） 6 木
17 金 絵手紙教室(開講式） 7 金
18 土 あばせGG教室  ※公民館事業又は利用許可申請書提出済の団体のみ記載

19 日 ﾌﾗﾀﾞﾝｽ教室(開講式）
米川古文書学習会、福扇会
ｼﾆｱ体力づくり教室（開講式）

20 月

米川の世帯数と人口

行政区

100
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よねかわ情報コーナー（催し物）

６月の予定

５月の予定

春の山野草展
と　き　平成25年５月１１日(土)～１２日(日)
ところ　米川公民館ホール
主　催　米川山野草愛好会

第11回支部長杯争奪

グラウンドゴルフ大会
と　き　平成25年５月26日（日）
ところ　米川小学校校庭
主　催　体協米川支部、米川地域振興会
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           編集後記     
 平成２５年度がスタートしました。米川地域振
興会では、今年度も地域の安心・安全の確保、
歴史や文化・自然を活かした活性化策など、
地域の皆様に喜ばれるさまざまな事業を計画
してしておりますので、ご支援ご協力をお願い
致します。   
 また、米川新聞も地域の出来事やホットな話
題を掲載し、皆様にご愛読頂けますよう頑張

ります。                    沼倉祐之  
 
米川地域振興会ホームページ 
【宮城米川・里山だより】 
ＵＲＬ:ｈｔｔｐ://miyagi-Yonekawa.com/ 
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